
シンポジウム開催の趣旨
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南九州には桜島火山をはじめとして多くの第四紀火山があり，これらの火山から噴
出したテフラが数多く分布している（図１）．これらのテフラは，火山の噴火史のみ
ならず考古学的編年にも活用されている．なかでも，６．３ｋａに鬼界カルデラから噴出
したアカホヤテフラ（Ｋ-Ａｈ）は，南九州から本州の東北南部までの広い範囲を覆っ
ており，縄文時代の広域指標層として重要な役割を果たしている．南九州ではこの
Ｋ-Ａｈを鍵層として用いることにより，それまでの縄文土器の編年が修正された．ま
た，Ｋ-Ａｈを境として前後で南九州の文化が大きく変容したことも指摘されている．
桜島火山から１１ｋａに噴出した薩摩テフラ（Ｓｚ-Ｓ）も南九州一円に広く分布している．
このＳｚ-Ｓの直下からは縄文時代草創期に属する遺物群の出土が報告され，この時期す
でに定住生活を営むような先進地域であったことが明らかになっている．
これらの年代決定に用いられた１４Ｃ年代測定法は，１９５０年頃にＬｉｂｂｙ（１９５５）によっ

て開発された．この測定法は，炭素を含むあらゆる試料に適応できるために応用範囲
が広いこと，最近数万年間の試料を対象とする年代測定法の中では最も信頼できる方
法の１つであることから，地質学，考古学，環境科学など様々な分野で利用されてい
る．また，近年ではより正確な年代決定のために炭素同位体分別効果の補正や年輪年
代学との比較による暦年代への較正などの進歩がみられる．加速器質量分析計による
１４Ｃ年代測定は，従来の放射能測定による方法と比較して約１／１，０００と微量試料で測定

可能であることから，これまでには考えられなかった資・試料についての年代値が得
られつつあり，これによって多岐にわたる分野で新たな研究の進展が期待されている
しかし，それぞれの分野によってその背景となるものが異なるため要求される精度

も様々であり，学術用語の使用法にしても分野ごとに意味合いが微妙に異なることは
よくみられることである，学際的な研究では，このような問題の克服は避けて通れな
いことである．そのためには隣接した分野の相互理解は必要不可欠なものと考えられ
る．今回のシンポジウムでは／４Ｃ年代測定を中心として古地磁気学，考古学，文献
史学などの編年学・年代学的な研究とそれに関連する火山学や古環境学などの広い範
囲をカバーして（表１），これらの諸分野間の情報交換を目的とするものである．こ
のシンポジウムをきっかけとして，新たな学際的研究が進展することを期待するもの
である．
発表者の方々には，上記の趣旨をご理解いただいて快くご講演を引き受けていただ

いた．特に鹿児島大学教養部の上野宏共教授，理学部の小林哲夫助教授，横田修一郎
助教授には会場の準備などでもご協力いただいた．ここに記して厚く感謝の意を表す
るものである．
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図 １ 南 九 州 の 火 山 と 第 四 紀 後 期 の 主 な テ フ ラ
Ａ - ｌｔｏ：入戸火砕流，Ａ - Ｏｓ：大隅降下軽石，Ｓｚ - Ｓ：薩摩テフラ

Ｋ - Ｋ ｙ ： 幸 屋 火 砕 流 ， ｌ ｋ - Ｐ ： 池 田 降 下 軽 石 ， Ｋ ｒ - Ｍ ： 御 池 テ フ ラ
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表 １ 名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 シ ン ポ ジ ウ ム プ ロ グ ラ ム
ｎｂｌｅ１ＰｒｏｇｒａｍｏｆＳｙｍＰｏｓｉｕｍｏｎ皿ｎｄｃｔｒｏｎＡｃｃ（１１ｃｒａｔｏｒＭａｓｓＳＰ（５（こｔｒｏｍｅｔｃｒ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｃｒｓｉｔｙ

１ ． シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 の 趣 旨
名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 中 村 俊 夫
鹿 児 島 県 立 串 木 野 高 等 学 校 成 尾 英 仁
名 古 屋 大 学 大 学 院 人 間 情 報 学 研 究 科 奥 野 充

２．加速器質量分析法による１４Ｃ年代測定の現状と考古学試料への応用
一 古 代 鉄 の 年 代 測 定 -

名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 中 村 俊 夫

３．加速器質量分析計による文化財資料の１４Ｃ年代測定
名 古 屋 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 小 田 寛 貴

４ ． 文 献 か ら 見 る 平 安 時 代 の 開 聞 岳 噴 火
ラ ・ サ ー ル 学 園 永 山 修 一

５ 南九州の火山灰と土器型式-アカホヤ火山灰以前を中心としてー

９。桜島火山歴史溶岩の考古地磁気
鹿児島大学教養部地学教室
鹿児島大学理学部地学教室

１０．南九州のテフラの加速器１’Ｃ年代（予報）
名古屋大学大学院人間情報学研究科

１１．地形学からみた南九州の海水準変化一古環境変化と火山噴火
鹿児島大学法文学部地理学教室

１２．ボーリングコア試料の１４Ｃ年代に基づく鹿児島沖積平野の形成
鹿児島大学理学部地学教室
名古屋大学大学院人間情報学研究科

１３．南九州の植生と古環境
古環境研究所

１４．総合討論（司会：成尾英仁）万
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小林哲夫
江崎真美子

上野宏共
村岡慶子
小林哲夫

奥 野 充

森 脇 広

横田修一郎
奥 野 充

杉山真二

都城市教育委員会
６．南九州の火山灰と土器型式-アカホヤ火山灰以降-

鹿児島県埋蔵文化財センター
フ．開聞岳の噴火災害一橋牟礼川遺跡を中心に

鹿児島県立串木野高等学校
指宿市教育委員会

８．桜島火山の噴火史
鹿児島大学理学部地学教室


